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１ 県内の特殊詐欺の認知状況（令和元年中）
◯ 被害認知件数は36件（前年比－16件）
◯ 被害額は約２億584万円（前年比＋9,821万円）

２ 令和元年12月の認知状況
◯ 被害認知件数は４件（前年同月比±０件）
◯ 被害額は約750万円 （前年同月比－約390万円）
◯ 手口は次のとおりです。

・オレオレ詐欺（その他の名目） ２件
・架空料金請求詐欺（有料サイト利用料金等名目）１件
・融資保証金詐欺 １件

３ 県内の特殊詐欺の傾向（令和元年中）
認知件数は前年より減少しましたが、高齢者の高額被害が連続したた

め、被害総額は倍増しました。
手口別では、架空料金請求詐欺が20件で最も多く、令和元年８月以降

は、それまで減少傾向にあったオレオレ詐欺が増加に転じ、８件（前年比
＋４件）を認知しました。
このほか、電話でだまされた被害者方に受け子が赴き、被害者の隙を見

てキャッシュカードを事前に準備していたポイントカードなどにすり替え
て盗む「キャッシュカード詐欺盗」が全国的に増加し、本県においても同
手口による被害を２件（前年比＋１件）認知しました。

４ 被害状況など

～被害者の年齢・性別構成～ ～特殊詐欺全体の被害金交付形態～

５ 特殊詐欺の分類変更について
本年１月１日以降、特殊詐欺の分類が10分類に変更されました。
詳細については、別添のとおりです。
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特殊詐欺の認知状況（令和元年中）
～前年に比べ、認知件数は減少したが、被害総額は増加～
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別添

特殊詐欺の分類変更

※ 預貯金詐欺とは・・
親族、警察官、弁護士等を装い、「あなたの口座が犯罪に利用され
ており、キャッシュカードの交換手続が必要である」などの名目で、
キャッシュカード、クレジットカード、預貯金通帳等をだまし取る
（脅し取る）もの

旧 新（令和２年１月１日～）
オレオレ詐欺 オレオレ詐欺（変更なし）

預貯金詐欺 ※（新設）
架空請求詐欺 架空料金請求詐欺
還付金等詐欺 還付金詐欺
融資保証金詐欺 融資保証金詐欺（変更なし）
金融商品等取引名目 金融商品詐欺
ギャンブル必勝法情報提供名目 ギャンブル詐欺
異性との交際あっせん名目 交際あっせん詐欺
その他の名目 その他の特殊詐欺
窃盗 キャッシュカード詐欺盗


